
慎
太
郎
と
裕
次
郎 

 

首
藤 

静
夫 

 

当
ク
ラ
ブ
の
読
書
会
（
読
も
う
会
）
で
『
芥
川
賞
受
賞
作
品
集 

第
五
巻
』
（
文
藝
春
秋
社
）
を

半
年
に
わ
た
り
読
み
比
べ
て
き
た
。
第
五
巻
に
収
載
さ
れ
た
の
は
、
五
味
、
清
張
、
安
岡
、
吉
行
、

小
島
、
庄
野
、
遠
藤
、
石
原
、
近
藤
（
啓
）
、
菊
村
、
開
高
、
大
江
の
各
氏
の
作
品
で
あ
る
。
受
賞
者

の
い
ず
れ
も
が
、
そ
の
後
作
家
と
し
て
名
を
な
し
た
珍
し
い
一
巻
で
あ
る
。
昭
和
二
七
年
か
ら
三
三

年
の
受
賞
作
品
だ
。 

最
後
に
石
原
慎
太
郎
の
『
太
陽
の
季
節
』
を
取
り
上
げ
た
。 

こ
れ
は
昭
和
三
十
年
の
受
賞
作
で
、
順
番
か
ら
い
っ
て
最
後
と
い
う
の
で
は
な
い
。
幹
事
の
私
の

一
存
だ
っ
た
。
こ
の
作
品
は
発
表
当
初
か
ら
賛
否
両
論
が
あ
り
、
文
藝
春
秋
社
内
部
で
も
意
見
が
分

か
れ
、
審
査
委
員
の
先
生
方
も
評
価
が
割
れ
て
激
論
に
な
っ
て
い
る
。 

作
品
は
当
時
の
高
校
生
を
モ
デ
ル
に
、
セ
ッ
ク
ス
と
快
楽
と
暴
力
に
明
け
暮
れ
る
ア
ン
チ
・
モ
ラ

ル
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
第
五
巻
の
ほ
と
ん
ど
の
作
品
が
戦
争
の
傷
跡
を
残
し
て
い
る
の
に
比
し
、
こ

の
作
品
は
戦
争
を
ま
っ
た
く
感
じ
さ
せ
な
い
。 

 

振
り
返
れ
ば
昭
和
三
十
年
は
前
年
か
ら
神
武
景
気
が
始
ま
り
、
政
治
の
面
で
は
保
守
大
合
同
、
社

会
党
左
右
合
併
、
共
産
党
の
武
力
放
棄
宣
言
な
ど
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
時
代
の
幕
開
け
だ
っ

た
。
そ
こ
に
登
場
し
た
の
が
こ
の
作
品
だ
。 

作
品
で
は
、
大
人
の
文
化
・
伝
統
的
モ
ラ
ル
に
挑
み
、
あ
る
い
は
無
視
し
、
新
し
い
時
代
は
自
分

た
ち
若
者
の
も
の
だ
と
主
張
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
横
溢
し
て
い
る
。
ま
さ
に
太
陽
の
季
節
な
の
だ
。

そ
こ
を
鑑
賞
し
た
か
っ
た
が
参
加
者
の
意
見
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
。
作
品
と
し
て
洗
練
さ
れ
て
い

な
い
、
深
み
が
な
い
と
す
る
意
見
が
多
か
っ
た
。 

 

こ
の
映
画
も
作
ら
れ
た
。
裕
次
郎
と
北
原
三
枝
の
主
演
で
見
た
か
っ
た
。
都
会
の
チ
ョ
イ
悪
を
演

じ
る
イ
メ
ー
ジ
は
二
人
に
ぴ
っ
た
り
な
の
だ
が
。
い
ず
れ
に
し
て
も
裕
次
郎
と
三
枝
が
出
る
映
画
は

昭
和
三
十
年
代
と
い
う
時
代
の
気
分
が
よ
く
出
て
い
る
。
裕
次
郎
は
映
画
で
歌
で
新
時
代
を
切
り
拓

い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

石
原
兄
弟
の
仲
が
ど
う
だ
っ
た
か
は
知
ら
な
い
が
、
二
人
と
も
時
代
の
寵
児
と
な
り
、
そ
の
後
今

日
ま
で
つ
づ
く
日
本
文
化
の
担
い
手
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
、
少
し
軽
い
文
化
で
は
あ
る

が
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


